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「地盤工 学会誌」 の 編集方針と平 成27年度の 年間計画

　　木 幡 行 宏 に は た ゆ きひ ろ）

地盤 工 学会　公 益出版部長，「地盤工 学会誌」 編集委員長

1．　 ま え が き

　昨年 の 総会 で荒瀬部長 の後任とし て公 益 出版部長を，

ま た ， 小宮委員長の 後任 と して 地 盤 T．学会誌編集 委員会

委員長を拝命 した。公益出版部 は，2012年 10月 の 学会

組織改編 に よ り会誌部 と事業部の 出版部門 が合併 し誕生

した部 で あ り， 当時 の 事業部長 であ っ た荒瀬 氏 が 部長 に，

会誌部長で あ っ た小宮先生 が副部長 に 就任 した 。 た だ し，

副部長は 時限的な 役職 で あ り，昨年 の 総会以 降，副部長

は 設 け て い な い 。公 益 出 版 部 で は ，地 盤 工 学 会誌 ，

Soils　and 　Foundations，地 igT．学 ジ ャ
ー

ナ ル や 墓準 ・シ

ン ポ ジウ ム 論文集以 外 の 各種 書籍の 企 画 ・運 営 ・編集 お

よ び 出版 を 所掌 し て い る。そ の 中で ，地 盤 工 学会誌の 編

集を 担当 して い る の が，常設委員会 と して 公益出版部 に

設置 され て い る地 盤工 学会誌編集委員会で ある。学会誌

は，昭 和28年 （1953年）5月 に 「⊥ と基礎 」 の 名称 で

創刊され て 以来 ， 実務 に 携 わ る会員や大学 に在籍中の 学

生会員等に役立つ 情報 の 発信 を主 題 に して 編集 が行 わ れ

て い る。

　地 盤 工 学会誌編集 委員会 は，各 グル
ー

プ主査，企画
・

編集委員，各支部代表委員，各地 域 の 学 生 編集 委員の 幅

広い メ ン バ ー
で 構成されて い る。学会誌 の 内容 に つ い て

は ，毎号，読者モ ニ タ
ーよ り意見や批判 を い た だ き，そ

れ らを 参 考 に 改善に 努め て い る。ま た ，こ れ ら の 意見
・

批 判 は 全 て 学 会 ホーム ペ ージ で 公 開 して い る。企 画 ・編

集 で は，時 代 の 要 請 に応 え た，読 み や す く，会員 に 役 立

つ 内容の 記 事 とな る よ う心 が け て い る。

2． 学会誌 の編集方針

　学 会誌の 記事は，総説，論説，報告，技術手帳，寄稿，

講座，速 報，資料等か ら成 る。伝統の あ る講座は，編集

委員会 とは別 に 講座小委員会を 設 け，企 画 ・
編集 を行 っ

て い る。また，学会の 動き，国内の 動 き ， 海外の 動 き と

い う コ
ー

ナ
ー

で 学会賞や研究発表会，国内外の 工事 や 災

害 ニ ュ
ー

ス な ど に つ い て の 記事を速報 して い る 。 平成

23年 3 月 11日の東 日本大震災以降，震災 に 関す る最新

の 知見
・
情報 は ， 今 で も掲載 し続 け て い る。

　長 い 歴史 の 中で 地 盤工 学会誌の 使 命 も変 化 して きた。

か つ て は 研 究 論 文 が 掲載 され て い た こ と も あ っ た が，

2006年 の 地 盤 工 学 ジ ャ
ーナ ル 刊 行 を 機 に，学 会誌 は 実

務者 に 役立 つ 技術情報や 解説，速 報 記 事，国 際 会 議 や 国

内研 究発表会，地 盤分野 ISO 規 格 の 審議状 況 の 報告，

若 い 学 生会員 に よ る企 画が 中心 に な っ た 。 で きるだ け幅

広い 会員か らの情報を得 るた め に ，一
定期 間 に限 られ た

著者 に よ る記事 が 偏 らな い よう，きめ細 か い 調整 を行 っ

て い る。一
方，講 座 は，地 盤工 学 に関す る様 々 な理論や

技術を，専門家が 分か り易 く体系的 に 解説 す る もの と し

て 好評 を得て お り， 地盤工 学会誌の 屋 台骨の ひ とつ で あ

る。連載 された講座をまとめ て コ ピー
して ，勉強を さ れ

た 方 も多 い の で は な い か と思う。

　学会誌編集委員会で は，読 者 の 意見 を 優先 し て 次年度

の 特集 テ
ーマ を 選 定 す る とい うシ ス テ ム を と っ て い る。

また ，将来 を 担う若手 を育て ，若手会員を 増や す た め に

編 集 委 員 会 に学 生 編 集 委員制度を 導入 して い る。

　平 成 25 年 に は，11月 号 と12月 号 を合 併 し発行 し た 。

こ れ は ，さ ら な る 学会誌発行 経費の 節約 と会 員 へ の サ
ー

ビス 向上 とい う，相反す る 事柄 を両立 させ るた め に ，年

間発行冊数の 見直 し を行う と ともに，ホー
ム ペ ージ を 活

用 した 掲載記 事頁 数の 増量 と図 表の カ ラ
ー

化が 提案 され，

平 成 25年 7 月 の 理 事 会 で 審議 ・承 認 さ れ た こ と に よ る

もの で ある 。

3． 平成27年の年間計画

　学会誌 の 各 号 に は特 集 テ
ー

マ を 設 け ，そ れ ぞ れ 1年

以 上 前 か ら編集作業 を 行 って い る。表
一 1 に 平成 27年

の特集 テ
ー

マ の 年間計画 を示 す 。

表
一1　 平成 27年の 年間 計 画

月 　号 月廴」广肇 シ　ゴ　ト ／レ　 （仮 題 ）

121
世 紀 委 員 会 の 新 し い 地 盤 琿 境 閙 題 の 解 決

方 策 に 関 す る 研 究 委 員 会 報 告

2 籌罘 5毎 底 t也 盤 工 学

3 盛 土 構 造 物 の 耐 震 補 強 技 術

イ 地 盤 調 査 キ支 術 の 最 前 線

5 地 盤 工 学 に お け る 信 頼 性 設 計

6 放 射 性 廃 粢 物 処 分 に 対 す る 地 盤 工 学 の 取 り 組 み

7 災 害 復 旧 技 術 の 実 績 と 課 題

8 地 盤 改 良 工 法 の 歴 史 と 新 技 術

9 河 川 堤 防 の安 全 性 評 価 技 術

10 地 盤 地 震 応 答 解 析 の 最 前 線

1 亅 災 害 廃 棄 物 の地 盤 材 料 への 適 用 方 法

［2 第 50 回 地 盤 工 学 研 究 発 表 会 報 缶

4．　 お わ り に

　地盤 工 学 会誌編集委員会 は，常 に ，学会 の 顔 で も あ る

学会誌 を，よ り会員の ニ ーズに応 え る もの に した い と考

え て い る。11月号／ 12月 号 を 合併 号 と した こ とで，よ

り内 容 を 充実さ せ た 学会誌 を ，会員の 皆様 に お届 け で き

る好機 と確 信 して い る。編 集委員
一

同，創刊当時の 精神

に立 ち 返 っ て 今後 も努力 し て い く所存 な の で ，地 盤 工 学

の 最前線に あ る会員諸氏の変 わ らぬ ご理 解 とご支 援 を お

願 い す る次 第で あ る。
　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　（原稿受理　2014．3．3）
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